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P８～	 町政を問う
	 〈９月定例会・12月定例会〉
	 （抜粋・要約）
P17～	 議会活動報告
P20	 編集後記ほか

໨ɹ࣍

▲議会HP



鬼北町議会だより 02

一般会計歳入

　 令 和 ６ 年 度 の 歳 入 決
算 額 は 91 億 3,663 万 円
となり、前年度と比べて
14.41％の減少となりま
した。また、自主財源比
率は 20.5％にとどまり、
依存財源比率は 79.5％と
なっています。
　国においては減税に向
けた動きも進む中、人口
減少や高齢化による自主
財源の減少とあわせ、今
後の財政運営が懸念され
ます。
　引き続き、より一層の
緊迫感を持った財政運営
が求められます。

一般会計歳出

　令和６年度の歳出決算
額は 89 億 7,172 万円で、
前年度から 14.65％減少
し ま し た。 こ の 結 果、1
億 6,491 万円の黒字とな
りました。一方、実質公
債 費 比 率 は 前 年 度 よ り
0.4 ポイント増加し、7.4％
となっています。
　今後も大きな事業計画
が見込まれることから、
バランスの取れた財政運
営が行われているか、引
き続き注視していきます。

令和６年度　決算の　全会計承認

89億7,172万円

91億3,663万円

14億5,658万
町債

40億9,117万
地方交付税

72億6,672万
依存財源

22億9,008万
民生費

21億4,751万
総務費

（単位万円）（四捨五入）

10億2,820万
公債費

9億9,270万
農林水産業費

8億1,905万
衛生債

6億5,231万
教育債

歳入
（円）

歳出
（円）

8億7,978万
町税

3億6,354万
繰入金

18億6,991万
自主財源

９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
全
会
計
決
算
の
認
定
や
、
令
和
７
年
度
の
補
正
予
算
を
含
む
23
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

９月
定例会
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地方債の推移

　町の借金にあたる地方
債残高は年々増加してお
り、 現 在 は 125 億 7,362
万円に達しています。
　地方債の中には、過疎
対策事業債や合併特例債
など、返済額の一部が将
来、地方交付税として国
から補てんされる「有利
な地方債」があります。
ただし、こうした仕組み
があっても、地方債の返
済が国によって全てまか
なわれるわけではなく、
町の負担は必ず残ります。
　 ま た、 返 済 に は 利 子
も 含 ま れ る た め、 地 方
債 が 増 え る ほ ど 町 の 財
政 負 担 は 大 き く な り ま
す。 さ ら に、 万 が 一 に
備 え る 町 の 貯 金 で あ る
基 金 に つ い て も、 令 和
４ 年 度 以 降、 減 少 傾 向
に あ り、 将 来 へ の 備 え
が 弱 ま り つ つ あ る 点 は
懸 念 さ れ ま す。 借 金 が
増 え る 一 方 で 貯 金 が 減
少 し て い る 現 状 を 踏 ま
え、 今 後 の 事 業 計 画 や
財 政 運 営 に は、 こ れ ま
で 以 上 に 慎 重 な 判 断 が
求められます。

令和６年度　決算の　全会計承認

☜ 特集「高校魅力化プロジェクト ～将来のための支出か、今だけの事業か～」
　多世代交流施設の整備費や運営費も、今年度決算に計上されています。これらの支出は、町の将来につなが
る投資となっているのか。次ページから、高校魅力化の取り組みを通じて検証します。

地方債と基金

令和６年度　各会計歳入歳出総括表
（四捨五入）（千円単位調整）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引残高 町債残高

一般会計 9,136,627 8,971,718 164,909 12,573,618

特
別
会
計

用品調達特別会計 13,246 13,246 0 ー

国民健康保険特別会計 1,122,621 1,122,593 28 ー

国民健康保険診療所特別会計 134,812 134,783 29 ー

介護保険特別会計 1,617,078 1,541,476 75,602 ー

後期高齢者医療保険特別会計 207,272 200,740 6,532 ー

公
営
企
業

水道事業会計 収益的収支 415,778 397,236 18,542
ー

水道事業会計 資本的収支 593,695 812,141 △ 218,446

病院事業会計 収益的収支 969,698 966,766 2,932
ー

病院事業会計 資本的収支 151,444 202,732 △ 51,288

下水道事業会計 収益的収支 178,295 176,791 1,504
ー

下水道事業会計 資本的収支 58,094 55,908 2,186

千
円
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北宇和高校は、今どう変わっているのか
～高校魅力化プロジェクトの“現場”から～

　本特集では、「高校魅力化プロジェクト」を一方的に評価するの
ではなく、実際に高校寮や公営塾を利用してきた高校生、そして学
校現場の声を通して、その実像を紹介します。成果だけでなく、取
り組みの中で見えてきた課題や、町民の皆さんが感じている不安に
も目を向け、現状を多角的に考えるきっかけとすることを目的とし
ています。

　北宇和高校は、少子化の進行により、生徒数が定員の約７割となっています。学校
の将来のあり方について、町民の皆さんの間でも関心が高まってきています。 ⿁北町
では、こうした状況を踏まえ、「高校魅力化プロジェクト」として、学びや生活 環境の
充実に取り組んできました。一方で、多世代交流施設の活用のあり方や、高校寮の整
備の必要性、高校の特色や進路面について、さまざまな受け止めがあることも事実です。 
町では現在、公営塾による学習・進路支援、地域と関わる学びの導入、高校寮の整備・ 
運営など、６つのチャレンジを柱に取組を進めています。 2023 年には高校寮が整備
され、2025 年 10 月には多世代交流施設「チカナガぷらっとホーム」が完成しました。
県内外から高校生が利用し、地域との新たな交流の場となりつつあります。 

◎鬼北町のチャレンジ目標
　～生徒が行きたい！保護者が行かせたい！
　　　　　　　　　　　　　と思う魅力的な高校へ～

◎取組施策（KPI目標）
　①公営塾の充実
　②独自カリキュラムの導入
　③高校寮の整備と運営の充実
　④プロフェッショナルとの交流
　⑤課外活動の充実
　⑥チャレンジのPR

◎北宇和高校の現状
　【志願者数】令和５年度：70 人、令和６年度：87 人、令和７年度：104 人（２年連続増）
　【入  寮  生】令和５年度：７人、令和６年度：７人、令和７年度：13 人、令和８年度：13 人

KPI 目 標 と は、 最 終
目標（KGI）達成に向
けた進捗を測るため
の具体的な中間指標。
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寮生活が育てた 「自分で生きる力」
　⿁北町が進める「高校魅力化プロジェクト」の一環として整備・運営さ
れている高校寮。県外からも生徒を受け入れ、地域と関わりながら成⾧で
きる環境づくりが進められています。今回は実際に寮で生活する生徒 2 人
に、⿁北町での暮らしや自身の変化について話を聞きました。

　寮生活を通じて、自立心や人との関わり方を学び、大きく成⾧した２人。高校魅力化プロジェク
トは、生徒の可能性を広げると同時に、地域との新たなつながりを生み出しています。

編集
後記

岡野君

岡野君

岡野君

岡野君

原田さん

原田さん

原田さん

原田さん

⾧尾議員

入田議員

入田議員

⾧尾議員
【Q】 ⿁北町に来る前と後で、印象は変わりましたか。

【Q】 寮生活で一番成⾧したと感じる点は。

【Q】 印象に残っている思い出はありますか。

【Q】 町民の皆さんへ一言お願いします。

【A】多くの方に支えられ、ここでしかできない経験ができました。

【A】⿁北町で過ごした時間は、これからも大切な財産です。

【A】地域のイベントや、日常の中で地域の方と話す時間です。知らない人でも声をかけて
くれる温かさが印象に残っています。

【A】雪が降った日に、寮生や友達と一緒に遊んだことです。地元ではあまり経験できなかっ
たので、特別な思い出です。

【A】人間関係の面です。県外から来た仲間と生活する中で、価値観の違いを知り、どう伝
えればいいかを考えるようになりました。

【A】生活習慣です。中学の頃は朝起きるのが苦手でしたが、部活と寮生活で規則正しい生
活が身につきました。自分のことを自分で管理できるようになったのは大きな変化です。

【A】見学の時は町をほとんど見る時間がなく不安でしたが、住んでみると想像よりずっと
快適でした。人が優しく、挨拶を自然に交わす距離感がとてもいいと感じました。

【A】来る前は、正直『かなり田舎なのかな』という印象でした。実際に生活してみると、
都会ほど便利ではありませんが、大きな不便は感じませんでした。宇和島まで出れば買い物
もできますし、暮らしにくさはありませんでした。

特集　～高校魅力化プロジェクトの“現場”から～
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「勉強だけじゃない」
安心して頼れる場所が進路につながった

　高校魅力化プロジェクトの柱の一つが、公営塾の充実です。公営
塾を 3 年間利用し、2025 年度に愛媛県職員としての進路を決めた
北宇和高校 3 年生に話を聞きました。

　公営塾は、学力向上だけでなく、生徒一人ひとりの不安に寄り添い、進路実現を支える拠点となっ
ています。言葉からは、「学ぶ場」であると同時に「安心できる居場所」としての役割が伝わってき
ました。

編集
後記

荻原さん

荻原さん

荻原さん

荻原さん

荻原さん

⾧尾議員

⾧尾議員

⾧尾議員

⾧尾議員

⾧尾議員

【Q】 公営塾に通う前と後で、変化を感じたことはありますか。

【Q】 勉強面以外で印象に残っていることはありますか。

【Q】 学年を超えた交流や、地域との関わりはありましたか。

【Q】 進路実現に、公営塾はどのように役立ちましたか。

【Q】 後輩へメッセージを。

【A】１・２年生とも自然に話すようになり、学校生活やテストの話をしています。地域の
方と一緒にイベントでクラフトコーラづくりを手伝ったことも印象に残っています。

【A】公務員試験では、１・２年生の時に教えてもらった内容がそのまま役立ちました。特
に面接が苦手でしたが、考え方や伝え方を一緒に整理してもらえたことで、不安を乗り越え
られました。

【A】先生がギターを弾いているのを見て、自分も興味を持ち、少し弾けるようになりました。
勉強だけでなく、新しいことに挑戦できる雰囲気があります。

【A】中学生の頃は、正直あまり勉強に前向きではありませんでした。でも『公営塾がある』
という点が高校選択の決め手になりました。通い始めてからは、人の目があることで集中で
きるようになりました。

【A】公営塾は『勉強しなきゃいけない場所』ではなく、『困ったら頼れる場所』です。

特集　～高校魅力化プロジェクトの“現場”から～
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学校改革と地域連携でつくる、選ばれる高校

　高校魅力化プロジェクトは、すべての不安を解消するものではありません。生徒数減少 という現実は、
今後も続きます。 それでも、寮や公営塾で過ごした高校生たちが、「自立し、社会へ踏み出す力」を身に 
つけていることも事実です。 過去に議会で承認された事業について、成果と課題を町民に伝え続けること
は、現在の 議員の責任です。 本記事が、賛否を超え、町の将来を考える材料となることを願っています。 

編集
後記

平野校⾧

平野校⾧

平野校⾧

平野校⾧

平野校⾧

平野校⾧

⾧尾議員

⾧尾議員

⾧尾議員

【Q】 北宇和高校の現状と、ここ数年の変化について教えてください。

【Q】 北宇和高校ならではの強みは何でしょうか。

【Q】 寮生や公営塾を利用する生徒の変化をどう感じていますか。

【Q】 地域との連携について教えてください。

【Q】 今後に向けた課題と展望をお願いします。

【Q】 町民の皆さんへ一言お願いします。

【A】寮では全国から集まった生徒が共に生活し、多様な価値観に触れています。公営塾は
学習支援に加え、安心して過ごせる居場所として機能しており、生徒の表情が明るくなり、
主体的に行動する姿が増えたと感じています。

【A】小学校との連携学習や地域イベントへの参加、高校生によるツアーガイドなど、地域
に開かれた取組を進めています。地域全体で子どもを育てる好循環が生まれつつあります。

【A】将来的な学級減への対応と、学校の魅力化と特色化をさらに高める取組が課題です。
給食導入の検討や、地域課題解決に向けた探究活動を充実させていきたいと考えています。

【A】高校の存続は、町への経済波及効果を生み、地域の活力や公共交通網を支える力とな
ります。地域人材の育成と持続可能な町づくりのため、温かいご支援をお願いします。

【A】県内唯一の馬術部やレスリング部など、特色ある部活動が全国レベルで活動しています。
また、寮や公営塾、多世代交流施設など、学習と生活の両面を支える環境が整っている点も
大きな魅力です。地域とともに学校をつくる意識が、生徒や教職員の中に根付いてきました。

【A】本校は創立 87 年を迎えます。一時は入学者数が減少し、厳しい状況もありましたが、
全国募集や高校魅力化の取組、町からの支援により志願者数は回復しています。令和５年度
70 人、６年度 87 人、７年度は 104 人と増加しており、学校だけでなく町や地域が一体となっ
て取り組んできた成果だと感じています。

入田議員

入田議員

入田議員

特集　～高校魅力化プロジェクトの“現場”から～
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大
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か わ

正
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設
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障
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者
用
駐

車
場
に
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新
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は
、
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へ
の
屋
根

の
設
置
は
義
務
基
準
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
悪
天
候
時
に
お
け

る
移
動
の
円
滑
化
に
貢
献
す
る
こ

と
か
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
役
場
駐
車
場
は
、
荷
物
搬

入
や
健
康
診
断
に
係
る
大
型
車
両

の
利
用
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で

屋
根
の
設
置
が
可
能
か
検
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和
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に
つ
い
て
は
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今
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度
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か
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手
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害
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陽
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い
く
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➡
物
理
的
バ
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行
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進
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こ
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難
し
く
最
後
の
バ

リ
ア
（
障
壁
）
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

突
然
の
事
故
、
病
気
に
な
る
こ

と
も
、
ま
た
、
誰
も
が
高
齢
者
に

な
り
ま
す
。
特
定
の
人
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
、

立
ち
止
ま
り
、
配
慮
し
て
困
っ
て

い
る
人
を
見
れ
ば
、
思
い
や
り
の

心
で
「
大
丈
夫
で
す
か
」、「
お
手

伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
声
を
か

け
る
少
し
の
勇
気
で
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
広
が
り
、
真
の
心
豊
か

な
鬼
北
町
と
し
て
前
へ
進
み
、
共

生
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
用
駐
車
場

〈北宇和病院駐車場〉
〈太陽光パネル〉
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長
な が

尾
お

慶
け い

太
た

問
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
町
民

全
体
の
意
見
や
合
意
を
十
分
に
反

映
し
た
事
業
と
言
え
る
の
か
。

答
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
町
民
全
体
の
総
意

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
意
見

を
把
握
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

事
業
は
、
第
二
次
⿁
北
町
⾧
期
総

合
計
画
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
て
お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
他
地
域
の
事
例
な
ど
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
段
階
的
に
検
討
を
進

め
て
き
た
。
今
後
も
事
業
内
容
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
説
明

や
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

問
赤
字
が
続
く
予
土
線
の
将

来
が
不
透
明
な
中
で
、
駅

周
辺
整
備
を
進
め
る
こ
と
の
妥
当

性
や
費
用
対
効
果
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
予
土
線
は
町
に
と
っ
て
重
要

な
公
共
交
通
で
あ
り
、
そ
の
存
続

に
向
け
て
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
近
永
駅
周
辺
の

賑
わ
い
創
出
は
、
駅
の
利
用
増
加

や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る

取
組
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
進
捗
状
況
や
設
定
し
た
成

果
指
標
を
も
と
に
、
最
終
年
度
に

検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
必
要
に
応
じ
て
事
業
内
容

の
見
直
し
や
改
善
を
行
う
考
え
で

あ
る
。問

子
育
て
世
帯
か
ら
、
下
水

道
使
用
料
の
負
担
が
重
い

と
の
声
が
あ
る
が
、
町
と
し
て
軽

減
策
を
講
じ
る
考
え
は
な
い
の

か
。

答
下
水
道
事
業
は
独
立
採
算
を

基
本
と
し
て
お
り
、
維
持
管
理
費

や
将
来
の
施
設
更
新
費
用
を
安
定

的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
、
特
定
の
世
帯
の
み
を
対

象
と
し
た
使
用
料
の
減
免
は
、
他

の
利
用
者
と
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
も
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
、
使
用
料
以
外
の
形
で

支
援
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
下

水
道
使
用
料
の
減
免
と
い
う
形
で

は
な
く
、
一
般
会
計
に
よ
る
支
援

や
他
の
施
策
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い

く
。

【
結
論
】
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

草
刈
り
活
動
は
、
生
活
環
境
の
維

持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現
時
点

で
町
が
直
接
的
に
作
業
支
援
や
廃

棄
草
処
理
を
行
う
制
度
の
創
設
は

困
難
で
あ
る
。

【
結
論
】
空
き
家
改
修
に
伴
う
課

題
は
把
握
し
て
お
り
、
今
後
の
相

談
事
例
や
国
・
県
の
制
度
動
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
な
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創

出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

下
水
道
使
用
料
と
子
育

て
世
帯
へ
の
配
慮

草
刈
り
活
動
に
関
す
る

支
援

移
住
・
定
住
と
空
き
家

対
策

〈まちの駅・近永ふれあい館（仮称）構想イメージ〉
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問
令
和
５
年
度
の
資
産
減
耗

費
が
２
千
２
百
万
円
あ
る

が
、
そ
の
訳
は
。

答
固
定
資
産
が
経
年
変
化
に
よ

り
資
産
本
来
の
使
用
に
耐
え
ら
れ

な
い
か
ら
減
額
削
除
し
た
。

問
実
際
に
価
値
の
あ
る
も
の

が
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答
固
定
資
産
台
帳
上
、
減
価
償

却
が
終
了
し
て
も
５
％
が
台
帳
に

残
っ
て
い
る
。

問
水
道
事
業
決
算
書
の
工
事

金
額
と
広
報
に
記
載
さ
れ

て
い
る
金
額
の
違
い
を
問
う
。

答
広
報
に
記
載
し
て
あ
る
金
額

は
当
初
契
約
金
額
で
あ
り
、
決
算

書
は
最
終
契
約
額
を
記
載
し
て
い

る
の
で
違
い
が
生
じ
る
。

問
令
和
７
年
度
区
長
、
組
長
会

の
資
料
、
町
債
１
２
０
億
円

の
う
ち
交
付
税
措
置
90
億
円
に
つ

い
て
、
毎
年
の
措
置
さ
れ
る
金
額

は
い
く
ら
か
。

答
元
利
償
還
金
の
状
況
に
よ
り
、

７
億
～
10
億
円
ほ
ど
の
間
を
推
移

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

問
地
方
交
付
税
に
合
わ
せ
て

合
算
し
て
入
っ
て
く
る
が
、

県
民
一
人
当
た
り
で
は
大
体
平
均

で
44
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
町
の

38
億
７
９
０
０
万
円
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
か
。

答
⿁
北
町
は
、
住
民
一
人
当
た
り

の
額
、
45
万
４
千
円
の
数
字
が
出

て
い
る
。

問
社
長
か
ら
、
列
車
の
三
角

ぼ
う
し
駅
の
設
置
の
要
望

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
時
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し
か
ら

Ｊ
Ｒ
に
対
し
、
駅
設
置
の
実
現
可

能
性
を
口
頭
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

工
事
を
は
じ
め
諸
条
件
を
考
慮
す

る
と
設
置
は
困
難
で
あ
る
と
回
答

を
得
て
い
る
。

再
町
が
関
知
す
る
と
ど
う
な

る
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
に
新
駅
の
可
能
性
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
新
駅
、

ホ
ー
ム
だ
け
で
も
整
備
費
用
が
非

常
に
高
額
と
な
り
、
そ
の
投
資
に

見
合
う
採
算
性
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
は
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。

再
元
森
林
組
合
の
跡
地
に
は

建
物
が
残
っ
て
い
る
が
、

解
体
の
費
用
は
考
え
て
い
る
か
。

答
設
計
段
階
に
入
る
前
の
前
提

条
件
を
検
討
し
て
お
り
、
費
用
の

算
定
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

問
み
ど
り
保
育
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
２
階
の
活
用
に
つ

い
て
、
老
後
の
住
ま
い
の
確
保
と

し
て
、
地
方
創
生
交
付
金
で
補
助

が
あ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
整
備
推
進

計
画
を
活
用
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答
政
府
方
針
で
想
定
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
介
護
施
設
や
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
併
設
し
、
入

居
者
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
運

営
の
手
伝
い
も
可
能
と
す
る
も
の

で
、
活
用
は
難
し
い
と
考
え
る
。

再
整
備
推
進
計
画
は
６
月
に

答
申
が
出
た
の
で
、
町
と

し
て
も
こ
う
言
っ
た
こ
と
に
は
積

極
的
に
や
っ
て
い
た
だ
き
、
現
在

困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

答
興
味
深
い
と
は
思
う
が
、
も
う

少
し
時
間
を
頂
き
た
い
。

問
日
吉
夢
産
地
が
管
理
し
て

い
る
ふ
れ
あ
い
農
村
コ

テ
ー
ジ
を
ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
に
改

良
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
施
設
全
体
の
利
用
方
法
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
持
続
可
能
な
活
用
方
法
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
資
産
の
種
類
と
し
て
の
機

械
装
置
、
工
具
機
械
備
品

の
耐
用
年
数
は
、
８
年
か
ら
20
年

と
言
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
機
械
で

あ
っ
て
も
20
年
で
取
り
替
え
る
も

の
が
あ
り
、
40
年
ま
で
使
っ
て
取

り
替
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の

違
い
を
問
う
。

答
な
ぜ
、
違
い
が
あ
る
か
は
、
耐

用
年
数
が
20
年
の
も
の
で
も
、
そ

れ
を
修
理
し
て
使
用
し
て
い
る
。

水
道
事
業

町
債
の
交
付
税
措
置

三
角
ぼ
う
し
の
改
修

日
吉
地
区
の
公
共
施
設

の
活
用

水
道
事
業
資
産
減
耗
費

兵
ひょう

頭
ど う

　　稔
みのる
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問
建
物
の
改
修
の
規
模
は
。

答
施
設
の
老
朽
化
や
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
多
様
化
に

対
応
し
、
施
設
全
体
の
改
修
を
考

え
て
い
る
。

問
森
林
組
合
の
跡
地
の
活
用

は
。

答
駐
車
場
用
地
と
考
え
て
い
る
。

問
鬼
北
町
の
人
口
は
減
り
、

高
齢
者
の
割
合
が
増
え

る
。
こ
の
先
の
利
用
者
や
売
り
上

げ
の
増
加
は
見
込
め
る
か
。

答
町
内
外
か
ら
の
利
用
客
や
売

り
上
げ
が
増
加
す
る
よ
う
な
改
修

を
行
い
た
い
。

問
費
用
対
効
果
は
。

答
費
用
対
効
果
だ
け
で
な

く
住
民
や
利
用
者
の
利
便
性
や
防

災
面
や
観
光
面
の
寄
与
度
、
併
せ

て
他
の
観
光
施
設
と
の
連
携
な
ど

の
波
及
効
果
も
含
め
中
⾧
期
的
な

視
点
で
効
果
を
分
析
す
る
。

問
こ
の
寮
の
建
設
費
は
。

答
用
地
取
得
費
・
設
計
及
び

建
築
費
等
合
わ
せ
て
、３
億
１
８
０
０
万

円
、
工
事
費
の
う
ち
２
億
６
４
９
０
万

円
は
７
割
が
交
付
税
と
し
て
還
元
さ
れ

る
合
併
特
例
債
を
財
源
と
し
て
い
る
。

問
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

答
令
和
６
年
度
は
固
定
費

と
変
動
費
を
合
わ
せ
て
３
９
７
８
万

円
で
あ
る
。

問
利
用
料
な
ど
歳
入
は
。

答
寮
費
６
６
５
万
４
０
０
０

円
、特
別
交
付
金
２
９
５
５
万
４
０
０
０

円
、
合
計
３
６
２
０
万
８
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

問
波
及
効
果
や
無
形
効
果

は
。

答
北
宇
和
高
校
志
願
率
が
上

が
っ
た
。

学

科
Ｒ
４
年
度

Ｒ
７
年
度

普
通
科
０
・５
９
倍
０
・
８
０
倍

食
品
科  

０
・
９
倍

１
・
０
倍

問
井
谷
家
に
関
わ
る
文
化
財
は

５
件
に
上
り
、
２
０
１
２
年

に
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
と

あ
る
。
今
で
は
住
宅
主
屋
は
雨
漏

れ
の
た
め
朽
ち
、
修
復
も
難
し
い

状
況
と
見
受
け
る
。
こ
こ
ま
で
に

至
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
合
わ
せ
て

文
化
財
に
係
る
町
の
立
ち
位
置
を

聞
き
た
い
。

答
Ｈ
22
年
に
文
化
財
候
補
に
な

り
Ｈ
24
年
に
国
登
録
文
化
財
に

な
っ
た
。
Ｈ
27
年
に
譲
渡
の
申
し

出
を
受
け
、
Ｈ
29
年
に
町
が
取
得

し
た
。
こ
の
時
点
で
老
朽
化
は
進

ん
で
お
り
、
本
格
的
な
保
存
補
修

が
必
要
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ

り
、
活
用
計
画
を
策
定
し
た
。
保

存
に
向
け
課
題
を
解
決
し
な
が
ら

進
ん
で
行
く
。

町
が
所
有
者
と
な
っ
た
文
化
財

は
、
保
存
・
活
用
の
主
体
と
し
て

責
任
感
を
持
ち
、
計
画
的
な
取
組

が
求
め
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
当
オ
フ
ィ
ス
の
利
用
率
お

よ
び
収
支
の
状
況
は
。

答
過
去
３
年
間
で
は
利
用
件
数

12
件
、
平
均
利
用
期
間
は
６
か

月
以
上
と
な
る
。
収
入
は
施
設
利

用
料
１
３
０
万
円
、
支
出
の
経
常

経
費
は
３
９
０
万
円
。
令
和
７
年

度
の
収
支
は
、
利
用
件
数
４
件
利

用
料
１
１
０
万
円
、
経
常
経
費

１
２
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
町
外

か
ら
入
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
状

況
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
事
で
始

め
た
。
こ
れ
は
収
支
が
均
衡
す
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し

の
大
改
修

北
宇
和
高
校
北
辰
寮
が
令

和
４
年
か
ら
運
営
を
開
始
。

令
和
６
年
度
の
北
辰
寮
に

係
る
決
算

文
化
財
の
保
守
管
理

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

#
F
�*/
/

の
運
営
状
況

今
い ま

城
じょう

喜
き

久
く

生
お

〈鬼北町文化の丘・明星ヶ丘施設〉
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問
何
が
原
因
で
重
複
入
金（
振

込
み
）
に
な
っ
た
の
か
。

答
出
納
室
か
ら
口
座
振
込
み
デ
ー

タ
を
振
込
処
理
実
施
機
関
（
Ｊ
Ａ

え
ひ
め
南
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
）

へ
の
送
信
す
る
際
、
担
当
者
が

デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
デ
ー
タ
を
中
断
し
ま
し
た

が
、
正
常
デ
ー
タ
と
重
複
し
て
処

理
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
町
有
地
の
管
理
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
行
政
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
所
管
課
に
お
い
て
適
正
に
管
理

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

問
現
在
の
地
籍
図
は
、
一
般

住
民
が
み
て
も
現
状
と
境

界
等
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
改

良
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
地
籍
図
に
は
一
筆
ご
と
の
土

地
の
境
界
と
地
番
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
国
土
調
査
の
成
果
が
基
と

な
っ
て
い
る
。
町
独
自
の
改
良
は

で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
町
内
の
集
会
所
は
何
軒
あ

る
の
か
。

答
町
内
集
会
所
は
１
１
１
施
設

あ
る
。

問
集
会
所
で
水
洗
化
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
何
軒
あ
る

の
か
。

答
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化
に
さ

れ
て
い
る
施
設
は
、
35
施
設
で
あ

り
、
水
洗
化
率
は
31
％
で
あ
る
。

問
町
営
住
宅
の
管
理
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
町
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
町
営
住
宅
管
理
条
例
第
23
条

に
お
い
て
、
入
居
者
は
周
辺
の
環

境
を
乱
し
、
ま
た
は
他
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い

と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
は
、
住
宅
の
明
渡
し
請
求
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

再
高
齢
の
方
や
体
の
不
自
由

な
方
で
あ
れ
ば
自
分
で
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
そ

の
方
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
か
。

答
毎
年
3
月
の
家
賃
決
定
通
知

送
付
時
に
入
居
者
の
義
務
と
し
て

管
理
を
お
願
い
し
、
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
身
内
、
知
人
、
業
者

に
依
頼
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
る
。

議
員
報
酬
６
月
分
の
２

度
の
重
複
振
込
み

町
有
地
の
管
理
及
び
地

籍
図

町
内
各
集
会
所
の
ト
イ

レ
の
水
洗
化

町
営
住
宅

地
方
公
共
団
体
の
財
産
分
類
に
つ
い
て

井
い の

上
う え

　　博
ひろし

財　産

❶ 行政財産

❷ 普通財産

行政財産公有財産 町が所有する財産
不動産、不動産及び動産の従物  等

物　品 動産で現金、公有財産、基金以外
のもの

債　権 金銭の給付を目的とする町の権利

普通財産 行政財産以外の財産

貸し付け、交換、売り払い、譲与、出資の目的とすること、私権を設定すること、信託することができます。

町において、公用又は公共用に供した（供することを決定した）財産です。一部の場合を除き、原則貸し付け、交換、売り払い、
譲与、出資の目的とすること、私権を設定すること、信託することができず、これに違反すると行為は無効となります。

《関連法令》
地方自治法第238条
地方自治法第238条の4
地方自治法第239条
地方自治法第240条
地方自治法第241条

基　金
町が条例により設置するもので、特定の
目的のために財産を積み立て、または定
額の資金を運用するために設けるもの

【公用財産】
町が使用する財産
庁舎  等

【公共用財産】
町民が一般利用する財産
道路、学校、図書館、公園  等

1. 財産
の種類

2. 財産
の管理
と処分
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問
鬼
北
町
に
お
い
て
も
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を
策
定

し
て
、
総
合
的
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
図
り
、
地
域
で
活
発
に
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
本
町
で
は
、
第
二
次
⿁
北
町
⾧

期
総
合
計
画
の
中
に
生
涯
学
習
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を
盛
り
込

ん
で
お
り
、
こ
の
計
画
を
も
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
第
10
条
に
定
め

る
そ
の
地
方
の
実
情
に
即
し
た
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
す
る
計
画
を

定
め
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
も
地

域
で
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
継

続
し
、
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

➡
今
回
の
一
般
質
問
は
、
今
以
上

に
計
画
的
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
行
い

ま
し
た
。

問
令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
キ

ホ
カ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
の
運
賃
割
引
事
業
を
実
施

し
て
い
る
が
、
計
画
ど
お
り
事
業

が
進
ん
で
い
る
か
。

答
65
歳
以
上
の
方
で
割
引
対
象

と
な
る
キ
ホ
カ
カ
ー
ド
保
有
者
数

は
４
９
２
人
、
保
有
率
12
％
、
４

月
か
ら
10
月
ま
で
に
お
け
る
運
賃

割
引
事
業
利
用
者
の
う
ち
、
バ
ス

割
引
利
用
者
は
、
延
べ
２
３
４
１

人
、
割
引
に
か
か
る
支
援
金
額
は

１
２
９
万
６
千
円
で
あ
り
、
タ

ク
シ
ー
割
引
利
用
者
は
、
延
べ

２
２
５
５
人
、
割
引
に
か
か
る
支

援
金
額
は
２
７
８
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

問
キ
ホ
カ
カ
ー
ド
は
、
町
内

商
工
会
の
加
盟
店
で
利
用

が
で
き
、
地
域
通
貨
に
よ
る
だ
ん

だ
ん
シ
ー
ル
に
代
わ
る
新
た
な
ポ

イ
ン
ト
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
令

和
７
年
10
月
１
日
現
在
、
チ
ャ
ー

ジ
・
支
払
い
可
能
店
22
店
、
支
払

可
能
店
13
店
で
あ
る
が
、
今
後
、

増
え
る
見
込
み
か
。

答
現
在
、
キ
ホ
カ
の
利
用
に
向
け

準
備
を
い
た
だ
い
て
い
る
店
舗
、

今
後
導
入
に
向
け
検
討
中
の
店
舗

等
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

再
18
歳
以
上
の
方
で
ど
の
く

ら
い
キ
ホ
カ
カ
ー
ド
を
保

有
し
て
い
る
か
。

答
11
月
末
で
39
・
９
％
の
方
が
保

有
し
て
い
る
。

問
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

な
ど
ど
の
よ
う
な
事
業
に
行
政
ポ

イ
ン
ト
の
付
与
を
考
え
て
い
る
か
。

答
今
年
度
の
行
政
ポ
イ
ン
ト
付

与
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
バ

ス
利
用
ポ
イ
ン
ト
や
防
災
士
資
格

取
得
ポ
イ
ン
ト
、
健
診
ポ
イ
ン
ト

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
に

お
け
る
町
民
活
動
等
に
対
し
て
行

政
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
に
お
い
て
、
行
政
ポ
イ
ン

ト
付
与
の
対
象
と
す
る
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
等
の
検
討
に
は
着
手
を
し

て
お
ら
ず
、
今
後
、
来
年
度
に
お

け
る
当
初
予
算
編
成
に
お
き
ま
し

て
、
今
年
度
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

実
績
や
事
業
状
況
、
各
担
当
課
に

お
け
る
要
望
や
提
案
等
も
聞
く

中
、
新
た
な
行
政
ポ
イ
ン
ト
付
与

の
対
象
と
す
る
事
業
等
の
検
討
、

併
せ
て
、
財
源
等
の
考
え
方
に
つ

い
て
も
整
理
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

➡
今
回
の
一
般
質
問
は
、
キ
ホ
カ

カ
ー
ド
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め

に
行
い
ま
し
た
。

˞͜ͷϚʔΫʮ‑ʯͷจষ͸ɺ議һݸਓͷҙݟɾཁ๬ΛؚΈ·͢ɻ

鬼
北
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

キ
ホ
カ
カ
ー
ド

中
な か

山
や ま

定
さ だ

則
の り

〈KIHOCAカード〉
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問
大
規
模
災
害
発
生
時
、
指

定
避
難
所
の
酷
暑
、
厳
冬

対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

答
暑
さ
対
策
と
し
て
は
扇
風
機

や
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
ア
コ
ン
等
を
整

備
し
、
寒
さ
対
策
と
し
て
は
毛
布
、

防
寒
シ
ー
ト
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
ア
コ
ン
等
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。

再
指
定
避
難
場
所
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
計
画
は
な

い
か
。

答
施
設
に
よ
っ
て
は
ポ
ー
タ
ブ

ル
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
災

害
協
定
に
基
い
て
資
機
材
の
リ
ー

ス
先
か
ら
の
物
資
の
供
給
を
お
願

い
す
る
。
一
方
で
避
難
者
自
身
も

自
助
の
一
環
と
し
て
暑
さ
対
策

グ
ッ
ズ
、
例
え
ば
冷
却
シ
ー
ト
と

か
冷
感
の
肌
に
着
け
る
物
等
を
用

意
頂
き
た
い
。

再
指
定
避
難
所
は
学
校
施
設

で
も
あ
り
、
ま
た
普
段
か

ら
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
て
い
る
。
扇
風
機
を
回
し
て
も

熱
い
空
気
が
回
る
だ
け
で
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
に
し
て
も
か
な
り
劣
悪

な
環
境
で
あ
る
。
こ
の
点
も
含
め

て
対
応
願
う
。

問
町
営
住
宅
入
居
者
の
う
ち

収
入
超
過
者
、
高
額
所
得

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
収
入
超
過
者
に
は
特
定
公
営

賃
貸
住
宅
へ
の
移
転
支
援
を
あ
っ

せ
ん
し
て
お
り
、
愛
治
地
区
に
12

戸
、
日
吉
地
区
に
10
戸
整
備
し
て

あ
る
。

再
そ
れ
ら
の
空
室
状
況
は
。

答
愛
治
地
区
は
12
戸
の
う

ち
９
戸
が
埋
ま
っ
て
お
り
、
日
吉

地
区
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
が
５
戸

あ
る
が
満
室
と
な
っ
て
い
る
。

再
特
公
賃
住
宅
が
増
や
せ
な

い
の
で
あ
れ
ば
空
き
家
対

策
で
対
応
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
う

が
、
現
状
の
鬼
北
町
空
き
家
活
用

移
住
定
住
支
援
事
業
に
お
け
る
住

宅
改
修
に
係
る
補
助
金
は
物
足
り

な
い
と
感
じ
る
。
同
支
援
事
業
の

中
で
町
内
の
空
き
家
を
町
が
借
り

上
げ
て
整
備
し
た
の
ち
希
望
者
に

貸
し
出
す
「
再
生
物
件
活
用
事
業
」

が
あ
る
が
こ
ち
ら
の
方
が
効
果
的

と
思
う
。
周
知
は
十
分
か
。

答
年
に
２
、３
回
町
内
全
域
を
対
象

に
サ
ブ
リ
ー
ス
物
件
と
し
て
空
き

家
を
お
貸
し
頂
け
る
方
を
募
集
し

て
い
る
。
町
に
お
貸
し
頂
け
れ
ば

10
年
後
に
は
あ
る
程
度
改
修
が
な

さ
れ
た
形
で
空
き
家
が
ご
自
身
の

手
元
に
返
っ
て
く
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
の
部
分
も
し
っ
か
り
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
周
知
に
努
め
て
い
く
。

● 空き家活用住宅とは
　 町への移住定住促進と空き家を地域資源として有
効活用するため、町が空き家を借上げ、改修し入居
希望者に最⾧ 10 年間貸し付ける事業です。
● 入居希望者の資格
　 自ら居住するために空き家活用住宅を必要とする
方で、下記のいずれにも該当する方
⑴ 町外から転入して鬼北町に居住しようとしている

方又は鬼北町地域おこし協力隊に委嘱された方
⑵ 鬼北町に継続して 5 年以上居住する意思がある方
⑶ 本人及び同一世帯に属する者が町税等を滞納して

いない方
⑷ 利用しようとする方又は現に同居し、若しくは同

居しようとする者が暴力団員ではない方
⑸ 所属企業の転勤及び所属企業と関連のある企業へ

の赴任等の事由による一時的な転入者でない方
● お問い合わせ：企画振興課

〈再生物件活用事業〉
鬼北町移住定住促進空き家活用住宅事業

大
規
模
災
害
発
生
時
の

対
策

町
営
住
宅

入
い り

田
た

伸
し ん

介
す け



町政を問う Ұൠ࣭問ɹྩ࿨�೥��݄

鬼北町議会だより15

問
こ
の
事
業
に
関
し
て
、
鬼

北
町
の
持
ち
出
し
は
ゼ
ロ

円
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
間

違
い
な
い
の
か
。

答
施
設
用
地
の
造
成
や
建
屋
整

備
に
係
る
全
体
事
業
費
は
、
約

20
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
国
の

補
助
金
は
２
分
の
１
、
残
り
の
２

分
の
１
を
起
債
、
過
疎
対
策
事
業

債
を
借
入
れ
す
る
。
借
入
額
約

10
億
の
う
ち
３
割
の
約
３
億
円
が

町
の
持
ち
出
し
と
な
る
。
ま
た
、

施
設
整
備
後
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、

年
間
５
０
０
万
円
を
上
限
に
運
営

管
理
経
費
を
予
算
計
上
す
る
。

再
今
回
、
用
地
を
借
地
と
し

て
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た

が
、
年
間
ど
れ
く
ら
い
の
経
費
が

か
か
る
の
か
。
ま
た
、
当
初
、
買

収
と
し
て
い
た
の
が
、
な
ぜ
借
地

に
な
っ
た
の
か
。

答
借
地
料
に
つ
い
て
は
、
株
式

会
社
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
が
負
担
す

る
。
借
地
に
変
わ
っ
た
経
緯
は
、

上
に
公
の
施
設
を
建
て
、
下
の
土

地
が
民
間
企
業
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
農
地
転
用
の
関
係
で
県
の

方
か
ら
指
導
が
あ
り
、
企
業
と
相

談
の
上
借
地
と
な
っ
た
。

問
資
金
の
流
れ
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
本
事
業
の
施
設
建
設
に
つ

い
て
は
、
２
つ
の
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
い
る
。
一
つ
目

は
、
農
林
水
産
省
の
中
小
企
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
推
進
事

業
、
21
億
８
５
０
０
万
円
。
こ
の

補
助
金
は
、
民
間
企
業
が
直
接

採
択
を
受
け
実
施
す
る
。
改
質

リ
グ
ニ
ン
の
製
造
設
備
が
補
助

対
象
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
第

二
世
代
交
付
金
で
、
事
業
費
は

19
億
９
９
８
４
万
６
０
０
０
円
。

こ
の
交
付
金
は
、
用
地
造
成
、
施

設
建
屋
、
木
材
加
工
設
備
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
及
び
蓄
電
池
設

備
な
ど
を
整
備
す
る
。

問
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
テ
ッ

ク
と
の
契
約
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
本
事
業
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
実

施
す
る
た
め
、
町
が
契
約
を
締
結

す
る
相
手
は
、
特
別
目
的
会
社
と

な
る
。
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
テ
ッ

ク
と
は
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地

域
循
環
型
産
業
創
出
事
業
に
関
す

る
協
定
書
の
締
結
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
る
。

再
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
と
は
、

協
定
書
で
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
途
中
離
脱
に
な

ら
な
い
よ
う
な
工
夫
は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
こ
の
改
質
リ
グ
ニ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
の
ほ
う
で
も
後
押

し
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
林

野
庁
も
⿁
北
町
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
⿁
北
町
が
民
間
企
業
と
こ
の

事
業
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
、
後

押
し
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
間

違
い
な
く
、
進
行
で
き
る
と
感
じ

て
い
る
。

問
鬼
北
町
に
お
い
て
、
ど
れ

ほ
ど
の
経
済
効
果
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

答
施
設
整
備
段
階
に
お
い
て
は
、

地
元
の
工
事
関
係
者
や
資
材
調
達

に
対
す
る
需
要
が
発
生
す
る
。
ま

た
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
工
場
の
稼
働

後
は
、
雇
用
創
出
、
移
住
、
定
住

の
促
進
が
見
込
ま
れ
る
。

林
業
面
に
お
い
て
も
、
間
伐
材

や
低
質
材
の
利
用
の
拡
大
に
よ

り
、
林
業
従
事
者
の
所
得
の
向
上

や
雇
用
創
出
と
い
っ
た
効
果
、
ま

た
、
こ
の
改
質
リ
グ
ニ
ン
事
業
は

革
新
的
な
技
術
を
有
す
る
も
の
で

あ
り
、
全
国
の
自
治
体
、
林
業
事

業
者
な
ど
注
目
を
集
め
、
マ
ス
コ

ミ
等
か
ら
の
関
心
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
視
察
を
通
じ
た
交
流

人
口
の
増
加
や
、
本
町
の
情
報
発

信
の
機
会
拡
大
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

新
規
事
業
改
質
リ
グ
ニ
ン 山

や ま

本
も と

博
ひ ろ

士
し

鬼北町森林資源
活用事業
実施方針
▼
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問
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

か
ら
一
年
余
り
経
過
し
た

現
在
の
費
用
対
効
果
は
。

答
利
用
者
数
は
、
概
ね
堅
調
に
推

移
し
リ
ピ
ー
ト
率
も
向
上
し
て
い

る
が
、
運
営
経
費
も
膨
ら
ん
で
お

り
、
単
年
度
収
支
と
し
て
の
黒
字

化
に
は
も
う
少
し
時
間
を
要
す
る
。

再
当
初
、
訪
日
客
も
視
野
に

入
れ
て
い
た
が
、
ど
れ
ほ

ど
の
利
用
が
あ
っ
た
か
。

答
数
人
程
度
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
は
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

事
業
等
も
引
き
込
ん
で
い
き
た
い
。

再
訪
日
客
が
少
な
い
中
、
国

内
の
富
裕
層
が
多
く
訪
れ

た
と
い
う
こ
と
か
。

答
ア
ッ
パ
ー
層
を
中
心
に
、
現

在
、
利
用
に
つ
な
げ
て
い
る
。

再
ロ
ッ
ジ
の
稼
働
率
は
。

答
月
平
均
18
％
、
８
月
は

40
％
。
人
件
費
等
も
考
慮
し
て
、

指
定
管
理
者
が
稼
働
率
を
抑
え
る

形
で
運
営
し
て
い
る
。

再
も
っ
と
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
す

れ
ば
利
用
率
も
上
が
っ
て

く
る
の
で
は
。

答
指
定
管
理
者
と
し
て
は
、
口
コ

ミ
や
リ
ピ
ー
ト
率
の
向
上
を
目
指

し
、
町
と
し
て
も
、
も
っ
と
大
き

く
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
現
在
の
指
定
管
理
者
に

な
っ
て
、
利
用
者
数
に
変

化
は
。

答
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
年
間

２
万
人
か
ら
３
万
人
の
間
で
推
移

し
て
い
る
。

問
施
設
の
利
用
対
象
者
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
。

答
家
族
連
れ
や
高
齢
の
旅
行
者
、

ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
方
な
ど
、
県

内
外
の
幅
広
い
利
用
を
対
象
と
し

て
い
る
。

再
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
コ
ー

ヒ
ー
や
う
ど
ん
な
ど
の
軽

食
は
な
い
が
、
利
用
者
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
も
う
少
し
配
慮
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
現
状
を
確
認
し
て
、
指
定
管
理

会
社
側
と
相
談
す
る
。

再
高
月
温
泉
は
、
ど
れ
ほ
ど

の
利
用
客
が
あ
る
か
。

答
令
和
７
年
は
、
11
月
の
み
で

２
３
０
０
人
、
４
月
か
ら
11
月
ま

で
の
合
計
は
、
１
万
７
２
３
１
人

と
な
っ
て
い
る
。

問
現
在
の
指
定
管
理
者
は
、
経

営
が
思
わ
し
く
な
い
場
合
で

も
撤
退
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

答
指
定
管
理
期
間
を
、
令
和
13
年

３
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
と
す
る

旨
、
基
本
協
定
書
に
よ
り
締
結
し

て
い
る
。

問
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
の

児
童
・
生
徒
は
町
内
の
小
・

中
学
校
に
何
人
い
る
か
。

答
広
見
地
区
に
10
名
、
日
吉
地
区
に

１
名
の
合
計
11
名
と
な
っ
て
い
る
。

問
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
チ
ェ
ッ
ク

は
、
い
つ
行
っ
て
い
る
か
。

答
小
学
校
入
学
前
に
保
護
者
に

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
票
を
書
面

で
提
出
い
た
だ
い
た
上
で
、
聞
き

取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

問
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応

し
た
施
設
は
な
い
か
。

答
現
行
施
設
へ
の
追
加
設
置
は
、

ス
ペ
ー
ス
の
問
題
な
ど
か
ら
極
め

て
難
し
い
。
将
来
的
に
建
て
替
え

計
画
を
策
定
す
る
際
に
、
最
重
要

事
項
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
た
い
。

再
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
は
、

予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答
現
時
点
で
、
改
築
の
計
画
は
な

い
。問

調
理
場
の
清
掃
に
つ
い
て
。

答
毎
日
の
調
理
前
後
に
洗

浄
・
消
毒
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

８
月
と
３
月
の
年
２
回
、
専
門
業

者
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

問
現
在
の
認
定
農
業
者
の
人

数
は
。

答
男
性
55
人
、
女
性
６
人
の
計
61

人
を
認
定
し
て
い
る
。

問
新
規
に
農
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
者
に
対
し
て
の
支

援
策
は
。

答
新
規
就
農
者
の
育
成
を
目
的

に
、
補
助
金
付
き
の
農
業
研
修
制

度
を
設
け
て
お
り
、
研
修
期
間
は

１
年
間
か
ら
２
年
間
で
あ
る
。

研
修
終
了
後
に
就
農
す
る
際

に
は
、
農
業
機
械
購
入
や
施
設

整
備
の
リ
ー
ス
事
業
に
対
し
、

３
０
０
万
円
ま
で
の
補
助
を
行

い
、
円
滑
な
就
農
支
援
を
し
て
い

る
。
他
に
、
経
営
発
展
支
援
事
業

や
就
農
準
備
資
金
及
び
経
営
開
始

資
金
、
青
年
等
就
農
資
金
な
ど
の

支
援
制
度
が
あ
る
。

問
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機

な
ど
一
連
の
機
械
を
貸
し
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答
機
械
を
共
同
で
使
用
す
る
場

合
、
不
適
切
な
運
転
や
使
用
方

法
に
よ
る
故
障
リ
ス
ク
が
懸
念
さ

れ
、
機
械
操
作
の
習
熟
度
が
十
分

で
な
い
こ
と
か
ら
事
故
リ
ス
ク
が

高
く
、
さ
ら
に
機
械
の
運
搬
、
維

持
管
理
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
等
、
運
用
面
の
課
題
が
多
い
。

現
段
階
で
は
農
業
機
械
リ
ー
ス
事

業
の
導
入
は
困
難
で
あ
る
。

成
川
観
光
施
設
の
現
状

新
規
就
農
者
の
支
援
策

学
校
給
食

末
す え

廣
ひ ろ

　　啓
あきら
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令
和
７
年
８
月
８
日
、
松
山
市
で
愛
媛
県

町
村
議
会
議
⾧
会
主
催
の
令
和
７
年
度
第
１

回
町
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
は
、
ま
ず
議
会
が
行
う
べ
き

予
算
・
決
算
審
議
を
一
般
社
団
法
人
地
方
公

共
団
体
政
策
支
援
機
構
上
席
研
究
員
の
渡
辺

太
樹
氏
、
次
に
自
治
体
議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
弁
護
士
、
帖
佐
直
美
氏
の
二
つ
の

講
演
が
あ
っ
た
。

一
つ
目
の
講
演
は
、
予
算
・
決
算
審
議
に

お
い
て
本
来
の
議
会
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、

住
み
や
す
く
な
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
、
戻
っ

て
き
た
い
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
な
ど
の
目

的
は
明
確
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
の
政
策
予
算
配
分
に
整
合
性
は
取
れ

て
い
る
か
、
政
策
の
成
果
、
決
算
は
想
定
ど

お
り
だ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
重
要
な
財
政
を
捉
え
る
三
つ
の

着
眼
点
、
一
つ
目
は
構
造
を
知
る
、
二
つ
目

は
視
点
を
定
め
る
、
三
つ
目
は
問
い
を
立
て

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
三
つ
目
の
問
い
を

立
て
る
と
の
説
明
は
、
予
算
の
目
的
は
何
か
、

予
算
を
つ
け
た
成
果
は
、
そ
れ
は
達
成
し
た

の
か
、
成
果
と
コ
ス
ト
は
見
合
っ
て
い
る
か
、

そ
れ
だ
け
の
コ
ス
ト
を
か
け
る
べ
き
か
、
施

策
を
続
け
る
根
拠
は
、
変
え
な
く
て
い
い
の

か
、
や
め
な
く
て
い
い
の
か
、
も
っ
と
や
っ

た
ほ
う
が
い
い
の
か
で
あ
っ
た
。

当
議
会
で
の
予
算
審
議
、
決
算
審
査
を
改

善
す
る
に
当
た
っ
て
活
用
す
べ
き
内
容
で

あ
っ
た
。

二
つ
目
の
講
演
は
、
自
治
体
議
員
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
演
題
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
議
員
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
て
公
職
に
就
い

た
と
い
う
こ
と
は
、
良
識
の
人
で
あ
る
と
住

民
が
認
め
た
人
だ
と
い
う
こ
と
。
選
ば
れ
た

人
、
良
識
の
人
と
し
て
の
自
覚
、
住
民
の
規

範
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
法
令
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会

人
と
し
て
道
徳
や
倫
理
観
も
大
切
な
指
針
と

な
る
。

次
に
、
職
場
で
の
注
意
点
、
議
場
の
外
で

の
注
意
点
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
。
議
場
で
の
注
意
点
の
講
演
は
、

地
方
自
治
法
第
１
３
２
条
、
普
通
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
会
議
ま
た
は
委
員
会
に
お
い

て
は
、
議
員
は
無
礼
な
言
葉
を
使
用
し
、
ま

た
は
他
人
の
私
生
活
に
わ
た
る
言
論
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
日
本
国
憲
法
第
51
条
、
国
会

議
員
は
議
院
で
行
っ
た
演
説
、
討
論
ま
た
は

表
決
に
つ
い
て
院
外
で
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
地
方
議
会
に
つ
い
て
は
免
責
特

権
を
憲
法
上
保
障
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
根

拠
は
な
い
と
の
最
高
裁
の
判
決
が
出
て
い
る
、

と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

議
場
の
外
で
の

注
意
点
の
講
演

は
、
著
作
権
法
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
、
肖
像
権
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る

際
に
気
を
つ
け
る

べ
き
こ
と
の
内
容

で
あ
っ
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
の
講
演

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
優
越
し
た
地

位
や
立
場
を
利
用
し
た
嫌
が
ら
せ
で
相
手
を

傷
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
議
員
自
身
、
ひ

い
て
は
議
会
全
体
の
社
会
的
信
用
を
大
き
く

損
ね
る
行
為
で
あ
る
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
例
を
挙
げ
て
説
明
を
さ

れ
た
。

議
員
は
常
に
町
民
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
公
職
に
あ
る
者
と

し
て
、
常
に
高
い
倫
理
観
と
責
任
感
を
持
っ

て
行
動
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

二
つ
の
公
演
と
も
、
今
後
の
議
会
活
動
に

生
か
せ
る
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

《
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
⾧

井
上　
　

博
》

第
１
回
議
員
研
修
会



ٞձ׆ಈใࠂ

鬼北町議会だより 18

令
和
７
年
９
月
18
日
、
⿁
北
町
議
会
議
員

全
12
名
に
よ
る
町
有
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
。

視
察
し
た
施
設
は
、
教
育
分
野
、
農
業
分

野
、加
工
施
設
、観
光
分
野
と
多
岐
に
わ
た
り
、

全
13
施
設
を
約
１
日
か
け
て
巡
回
し
、
各
施

設
に
お
い
て
担
当
課
⾧
や
担
当
者
に
よ
る
詳

し
い
説
明
を
受
け
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
概
略
を
報
告
し
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
訪
れ
た
の
は
近
永
地
区
に
新

た
に
建
設
さ
れ
た
「
多
世
代
交
流
施
設
」
で

あ
る
。
本
施
設
は
県
立
北
宇
和
高
等
学
校
の

２
番
目
の
寮
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
元
住
民

を
は
じ
め
一
般
の
方
も
利
用
可
能
な
交
流
施

設
で
あ
る
。
建
設
を
担
当
し
た
設
計
士
の
話

し
に
よ
る
と
、
こ
ち
ら
の
建
物
は
建
築
基
準

で
は
第
２
類
に
分
類
さ
れ
、
耐
震
性
能
は
第

１
類
の
１
・
２
５
倍
、
病
院
レ
ベ
ル
の
基
準
に

匹
敵
す
る
と
の
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
は
地

域
の
防
災
拠
点
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。
ま

た
、
内
装
に
は
北
宇
和
高
校
の
学
校
林
で
伐

採
さ
れ
た
杉
の
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、

随
所
に
十
分
な
自
然
採
光
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
居
心
地
の
良
い
居
住
空
間
が
演
出
さ
れ

て
い
た
。
特
に
感
銘
を
受
け
た
の
が
寮
生
に

対
す
る
心
遣
い
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
寮
に

は
肩
ま
で
ゆ
っ
く
り
浸
れ
る
浴
槽
を
備
え
た

大
浴
場
が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
シ
ャ
ワ
ー

は
勿
論
の
こ
と
一

人
用
の
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
１
基
も
整

備
さ
れ
て
お
り
、

個
々
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
も
き
め

細
か
な
配
慮
が
窺

わ
れ
た
。そ
の
他
、

入
寮
し
て
く
る
寮

生
の
男
女
の
比
に
応
じ
て
、
つ
な
が
っ
て
い

る
男
性
棟
と
女
性
棟
を
隔
て
る
仕
切
り
が
軽

微
な
工
事
で
移
設
可
能
で
あ
り
、
全
28
あ
る

部
屋
数
の
男
女
割
合
を
そ
こ
で
調
整
す
る
機

能
も
備
え
て
い
る
。
入
寮
し
て
く
る
高
校
生

を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
町
の
姿
勢
、
気
持

ち
が
十
分
伝
わ
る
施
設
に
思
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
⿁
北
町

農
業
公
社
、
き
じ
加
工
施
設
等
を
巡
回
し
、

日
吉
地
区
の
文
化
の
里
「
明
星
が
丘
」
の
視

察
で
午
前
中
を
終
え
た
。
同
施
設
で
は
先
頃

就
任
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
協
力
隊
の
方
か
ら
、

施
設
全
体
の
今
後
の
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
や
こ
の

地
を
拠
点
と
し
た
地
域
再
生
構
想
の
説
明
を

受
け
た
。

昼
食
後
、
視
察
し
た
広
見
森
の
三
角
ぼ
う

し
で
は
、
直
近
５
ヶ
年
の
利
用
実
績
を
売
上

高
と
来
客
数
の
月
毎
の
デ
ー
タ
で
説
明
を
受

け
、
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
幅
広
く
検

討
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

⿁
北
総
合
公
園
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

奈
良
山
等
妙
寺
歴
史
交
流
館
を
視
察
し
た
の

ち
成
川
渓
谷
休
養
セ
ン
タ
ー
の
一
連
の
施
設

を
巡
回
し
、
日
程
を
終
え
た
。

い
ず
れ
の
施
設
も
町
民
の
方
々
の
暮
ら
し

と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
来
る
べ
き
時

代
に
応
じ
た
今
後
の
利
活
用
方
法
も
含
め
て
、

住
民
の
皆
様
の
声
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ

た
。

　
　

  

《
⿁
北
町
議
会
議
員

入
田

伸
介
》

町
有
施
設
視
察
研
修
を
終
え
て

〈ネイチャーホテル・ナルカワ離れ
棟客室（成川渓谷簡易宿泊施設）〉

〈学校給食センター〉
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議
会
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
11
月
４
日

（
火
）・
5
日
（
水
）
の
2
日
間
、
広
島
県
神
石

高
原
町
を
訪
問
し
、
議
会
広
報
の
先
進
的
な
取

組
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

神
石
高
原
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、「
住
民
の
声
・

意
見
を
反
映
す
る
」
こ
と
を
編
集
の
基
本
方
針

に
掲
げ
、
読
み
手
の
立
場
に
立
っ
た
分
か
り
や

す
い
広
報
づ
く
り
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
見
出

し
や
写
真
だ
け
で
内
容
が
伝
わ
る
構
成
と
し
、

各
種
団
体
と
の
懇
談
会
や
住
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
多
く
の
町
民
の
声

を
紙
面
に
反
映
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
、
難
解
な
行
政
用
語
や
専
門
用
語
を
避
け
、

中
学
生
で
も
理
解
で
き
る
平
易
な
文
章
表
現
を

心
が
け
て
い
る
。

表
紙
写
真
は
プ
ロ
レ
ベ
ル
の
高
解
像
度
写
真

を
使
用
し
、
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
と
訴
求
力
を
持

た
せ
て
い
る
ほ
か
、
決
算
等
の
内
容
に
つ
い
て

も
数
字
だ
け
で
な
く
表
や

グ
ラ
フ
を
用
い
て
視
覚
的

な
理
解
促
進
が
図
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
議
会
で

の
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
後
の
調
査
や
結
果
を

追
跡
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
点
は
、
議
会

活
動
の
「
そ
の
後
」
を
町

民
に
伝
え
る
有
効
な
手
法

で
あ
る
と
感
じ
た
。

加
え
て
、
議
会
ク
イ
ズ
を
実
施
し
、
参
加
型

の
企
画
と
し
て
町
民
の
意
見
や
感
想
を
収
集
し

て
い
る
点
や
、
Ａ
４
よ
り
大
き
い
判
型
で
手
に

取
り
や
す
く
目
立
つ
紙
面
構
成
も
大
い
に
参
考

と
な
っ
た
。

今
回
の
視
察
で
得
た
知
見
を
、
今
後
の
議
会

広
報
の
充
実
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

     

《
⿁
北
町
議
会
議
員

⾧
尾

慶
太
》

令
和
７
年
11
月
26
日
、
⿁
北
町
商
工
会
で
⿁

北
町
商
工
会
と
の
懇
談
会
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
芝
議
⾧
が
⿁
北
町
議
会
の
概
要
を

説
明
し
、
金
繁
商
工
会
事
務
局
⾧
が
⿁
北
町
商

工
会
の
組
織
・
活
動
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
近
永
駅
周
辺
の
再
開
発
、
町
内

の
商
工
業
な
ど
に
つ
い
て
、
打
ち
解
け
て
意
見

を
交
換
し
た
。

Ｊ
Ｒ
近
永
駅
周
辺
の
再
開
発

〇
近
永
は
昔
に
く
ら
べ
て
、
寂
れ
て
い
る
の
で
、

賑
わ
い
を
出
す
の
は
、
大
変
大
事
な
こ
と
だ
と

思
う
が
、
既
に
中
心
が
国
道
沿
い
移
っ
て
い
る
。

静
か
な
住
宅
地
に
な
っ
て
く
れ
た
方
が
い
い
と

の
意
見
も
あ
る
。

〇
近
永
駅
を
建
て
替
え
る
な
ら
費
用
対
効
果
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

〇
商
工
会
で
11
月
３
日
⿁
北
映
画
祭
を
行
い
、

マ
ル
シ
ェ
も
開
催
し
、
北
高
の
寮
生
が
ク
ッ
キ
ー

や
カ
ル
ミ
ン
の
販
売
を
し
て
く
れ
た
。
今
後
も

北
高
生
と
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

〇
北
高
生
を
巻
き
込
み
な
が
ら
夢
物
語
だ
が
、

馬
車
が
定
期
的
に
走
る
町
と
い
う
の
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

〇
⿁
北
町
に
は
清
流
が
あ
る
。
も
っ
と
川
と
自

然
を
生
か
し
て
観
光
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
予

土
線
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

〇
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
の
経
営
指
導
員
が
ワ
ー
ム
ス
に
話
し
合

い
に
は
行
っ
て
い
る
が
、
形
と
し
て
ど
う
な
っ

た
か
と
い
う
の
は
、
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

町
内
の
商
工
業

〇
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
国
も
県
も
非
常
に

力
を
い
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
⿁
北
町
商
工
会
の

最
重
点
事
項
と
し
て
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
る
。

移
住

〇
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん

で
柚
子
の
放
任
園
が
多
く

あ
る
。
移
住
に
活
用
で
き

な
い
か
。

今
回
の
懇
談
会
で
は
、
町
政
へ
の
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
⿁
北

町
商
工
会
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
の
議
会
活
動
に
役
立
て
た
い
。

    
     

《
⿁
北
町
議
会
議
員

中
山

定
則
》

議
会
広
報
常
任
委
員
会
視
察
研
修

鬼
北
町
商
工
会
と
の
懇
談
会
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　本号の表紙は、多世代交流施設の完成写真です。
新たな施設が整備されることは、町にとって大きな
前進である一方、その意義は今後の運営や活用によっ
て問われていきます。
　特集では、北宇和高校の高校魅力化プロジェクト
を取り上げ、現場の声を通じて、その現状を多角的
に紹介しました。成果とともに、見えてきた課題や
不安にも目を向けています。施設も施策も、「できた
かどうか」ではなく「どう生かすか」。
　本号が、町の未来を考える一助となれば幸いです。

第
９
号
は
、
広
島
県
神
石
高
原
町
に
視
察

研
修
で
勉
強
し
た
読
み
手
の
立
場
に
立
っ
た

分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
標
に
作
成

し
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
読
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
最
後
ま
で
読

ん
で
い
た
だ
き
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
⾧

兵
頭

稔

議会広報常任委員会
兵 頭　　 稔
今城喜久生
入田　伸介
長尾　慶太

委 員 長
副委員長
委 員
委 員

本号の表紙

˕ຊձٞʹ͓͍ͯࢍ൱͕෼͔ΕͨٞҊ

議決日
議案番号 議案名

議
決
結
果

長
尾

慶
太

入
田

伸
介

大
川

正
展

今
城
喜
久
生

兵
頭
　
　
稔

中
山

定
則

末
廣
　
　
啓

井
上
　
　
博

程
内
　
　
覺

松
浦
　
　
司

山
本

博
士

芝
　
　
照
雄

R7.9.19
議案57号

令和6年度鬼北町
水道事業会計決算
の認定及び剰余金
の処分について

原
案
可
決

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議

長

R7.12.12
議案75号

令和7年度鬼北町
一般会計補正予算

（第5号）について

原
案
可
決

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議

長

※ 〇＝賛成　×＝反対（賛成しない）
※ 議長は裁決に加わりません




